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 11月 18日（日）に秋季オープンスクールが行われました。今回は，全校合唱でテーマソングの「Underway」

と「Gifts」を歌いました。その後，各学級で，社会科と家庭科と数学科の授業を受け，小学６年生が授業を

参観しました。最後は，部活動体験ということで，共に活動しました。生徒の感想をいくつか紹介します。

では，どうぞ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あと４ヶ月で，中学２年生に進

級です。歳月人を待たず。一日一

日を大切にしましょう。 

今日はオープンスクールでした。合唱では，体育館で

すごく響いていて，小学生にも伝わったのではないかと

思います。授業ではいつも通り考えることができたので，

続けたいと思いました。 

今日の合唱，とっても歌っていて気持ちが良かっ

たです。来年来る１年生の人たちを見て，自分が４

月に「結」を聴いたときのことを思い出しました。 

オープンスクールがありました。合唱が，今までで一番

良かったのではないかなと思って，よく声を出せました。

去年，私は迷いながらオープンスクールに来たことを思い

出しました。良い後輩ができるといいなと思います。 

オープンスクールでは，小学６年生に楽しい授業を

見てもらえたので嬉しかったです。これからも楽しく

授業を受けられるように頑張りたいです。 

今日のオープンスクールでは，一組持ち前の明るさや自由

さを小学校６年生の前で出せて，良い印象（？）を残せた

かなと思いました。部活動体験では，一人上手な子がいて，

レギュラーの座を奪われるかもしれないので，新入生が入

ってくる前に冬と春の間に，体力作りを欠かさず行いたい

です。 

今日はオープンスクールで，部活動をしました。

みんなで缶バッチを作ったのですが，みんなそれぞ

れ好きなものを描いていて，どれも気持ちがこもっ

ているなあと思いました。思いが伝わる絵は，小学

生の方が上手だなと思いました。 



 オープンスクールの際の合唱は，生徒の感想からも読み取れるように，素晴らしい合唱になったと思いま

す。良き伝統を，この学年も受け継いでくれているように感じました。また，授業でも積極的に意見が表出

され，生徒の頑張る姿を見てもらうことができたように感じています。秋季オープンスクールを通して，２

年生へ進級するという自覚を大切にしてほしいと思います。 

 

【 道 徳 の 授 業 を 行 い ま し た 】 

 11 月 21 日（水）に道徳の授業「リヤカーは海を越えて」を行いました。今回の授業のあらすじは以下の

ようなものです。 

 

 

 

 

 

 今回の授業は，他のリヤカー会社がモータリーゼーションの進む中で

リヤカーを作らなくなっているのに，村松さんがリヤカーを作り続ける

ことの価値や意味について考えました。また，現在の格差社会の在り方

についても，「富の分配」の視点から考えました。生徒の感想を紹介し

ます。では，どうぞ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご家庭でも，授業の内容について，話題にしていただけたらと思います。 

【 今 週 の 予 定 】 

※日課は変更になるかもしれませんので，みたらいノートに日課を必ず書いて確認してください。 

※給食当番はＢ班になりますが，エプロン・マスク・三角巾は全員持ってきておいてください。 

11月 26日（月）給食 27日（火）弁当 28日（水）給食 29日（木）給食 30日（金） 

組 １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ 

１校時 数学 国語 音楽 保体 数学 理科 学活 学活 学活 技術 数学 英語 社会 家庭 数学 

２校時 
小中合同防災訓練 

国語 英語 数学 家庭 社会 数学 英語 技術 社会 数学 国語 英語 

３校時 理科 国語 家庭 社会 数学 国語 保体 国語 音楽 国語 英語 社会 

４校時 音楽 理科 数学 数学 保体 社会 音楽 英語 保体 数学 保体 理科 

道徳発表大会 ５校時 
総合Ｇ 

社会 理科 英語 国語 音楽 英語 国語 理科 数学 

６校時 英語 社会 国語 英語 国語 技術 理科 社会 国語 

備考    道徳発表大会前日準備  

【あらすじ】 

今回の教材の主人公は，ムラマツ車輌の村松さん。リヤカーを作ることを通して，タンザニアのリヤ

カー国産化を目指す。国際貢献とは金銭援助だと思いがちな日本人。しかし、単に物資を送りつけるだ

けでは異文化を崩壊させかねないと村松さんは言う。 

（格差をなくすために，貧しい者に富を分配するこ

とは）不可能だと思いました。なぜなら，自分だけ

が良い暮らしをしていることが当たり前になってい

るからです。貧しい国との格差をなくすには，積極

的にボランティアなどを行い，学校に行けること，

毎日三食食べられることに感謝することが大切だと

思います。そして，笑顔が増えて幸せと思えるよう

になることが本当にステキなことと考えました。 

アダムスミスの望んでいた世界は，実現できな

いと思います。なぜなら，自分がもらったもの

を進んで人に渡すということは，普通人にはで

きないことだと思うからです。でも,個人では無

理でも，何人かの人が，自分のもらったものか

ら少しずつとって，貧しい人に与えることはで

きるのではないかと思いました。 


